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地域組織の取組

地域組織として

「豊田エコ交通をすすめる会」

30事業所（事務局含む）で構成

事務局：豊田市都市整備部交通政策課

豊田商工会議所

（公財）豊田都市交通研究所



組織の経緯と取組

豊田市TDM勉強会(H8～)豊田市TDM研究会(H14～)

支援・助成

TMAの

設 立

TMA設立に向けた
勉強・施策の試行

◆委員会が実施する施策の提案
◆実験等への主体的な関わり

目標

豊田市TDM勉強会（H14より研究会）
・官公庁も含む市内の事業所

豊田都市圏新渋滞対策調査委員会

TDM施策の推進

＜事務局＞
(財)豊田都市交通研究所

＜関連行政機関＞
国・県・公安・市

〔発足当時の枠組み〕

・H7年度の社会実験(H7/11;都心部における通勤方法転換実験(約1,200

名の参加、主要幹線道路の渋滞長を半減）に参加した43事業所で構成。

・将来的にはTMA（Transportation Management Association；交通マ

ネジメント協議会）の設立を目標。

出典；山崎他、豊田市におけるエコ通勤促進の取り組み－エコ通勤をす
すめる会の設立－、第4回日本モビリティ・マネジメント会議、2009



取組の概要

・TDMの勉強と社会実験実施の調整協議の場として機能
出典；山崎他、豊田市におけるエコ通勤促進の取り組み－エコ通勤をすす
める会の設立－、第4回日本モビリティ・マネジメント会議、2009



H14年度「のりあいエコデー」

H16年度 「TDM社会実験」

出典；山崎他、豊田市におけるエコ通勤促進の取り組み－エコ通勤をすす
める会の設立－、第4回日本モビリティ・マネジメント会議、2009



H17年度「チャレンジECO通勤」

H18年度 「チャレンジECO通勤」

出典；山崎他、豊田市におけるエコ通勤促進の取り組み－エコ通勤をすす
める会の設立－、第4回日本モビリティ・マネジメント会議、2009



豊田エコ通勤をすすめる会(H20～）

事 務 局
◆豊田都市交通研究所
◆豊田商工会議所
◆豊田市
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●取り組みの企画立案
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事業所主体の取り組みとして、エコ通勤の普及を推進

事 務 局
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事業所主体の取り組みとして、エコ通勤の普及を推進

• 「TDM研究会」は社会実験等で成果を上げたが・・・

• 効果を持続するためには事業所自らの行動変容が必要（固
有の通勤規則、立地条件に応じたメニュー）

• 先行して取り組む事業所が牽引役に、少数精鋭で！

• H20年12月に、21事業所で立ち上げ
出典；山崎基浩；企業モビリティ・マネジメント推進組織の活動と運営
課題～豊田市エコ通勤をすすめる会の活動を通じて～



【目的】 産官の共働によりエコ通勤を推進し、豊田市内の道路交
通混雑の緩和や公共交通の利用促進、環境負荷の軽減を図るこ
とを目的とする。（各事業所が主体的・自主的に取り組む）

【会 長】名古屋産業大学教授 伊豆原浩二
【副会長】豊田商工会議所常務理事 永田勇夫
【事務局】豊田市交通政策課，豊田商工会議所，（公財）豊田都市交通研究所

【参加条件】
1. 事業所の参加登録シートの提出。（意思の確認）
2. 原則として、豊田市内の事業所を対象。
3. 具体的な通勤問題（駐車場不足、交通渋滞等）を抱え、対策を
実施、または実施したいと考えている。

4. 事業所として、通勤問題の解決に向けた意欲がある。
5. ３ヶ月に１回程度開催の会議へのご出席が可能。
6. 自社の取り組みを会議で公表できる。

出典；山崎基浩；企業モビリティ・マネジメント推進組織の活動と運営
課題～豊田市エコ通勤をすすめる会の活動を通じて～



推進体制

【 行政主導ではなく 「共働」 】

• 事業所に「当事者意識」を醸成する
→ 事業所が主体的に対策を検討。

• まずは事業所内での推進体制を整えるために
→ トップダウンが推進を加速する。
→ 商工会議所の声は企業トップに届きやすい。

【 専門組織の参画 】

• 最新情報の収集、推進のノウハウ、調査・分析、
学会等への情報発信・情報収集
→ TTRI にとって「実践的研究の場」
→ コンサルタント、NPOの活用

出典；山崎基浩；企業モビリティ・マネジメント推進組織の活動と運営
課題～豊田市エコ通勤をすすめる会の活動を通じて～



取組の概要

H20年度 ・豊田エコ通勤をすすめる会（会員事業所21社）

・豊田エコ通勤をすすめる会（会員事業所21社）、グループ討議

・「コンビデケッタ」（自転車の共同利用）

・豊田エコ通勤をすすめる会（会員事業所24社）

・エコミュートWebサイト立上げ（登録87名）、エコ通勤マガジン（vol.1,2）

・特別講演会（東京医科大、ヤマハ）

・「駅から自転車」（最寄り駅から事業所まで自転車通勤）

・豊田エコ通勤をすすめる会（会員事業所26社）

・エコミュート（登録205名）、エコ通勤マガジン（vol.3,4）

・エコ通勤講座（7社）、特別講演会（豊橋市）

・豊田エコ通勤をすすめる会（会員事業所27社）

・エコミュート（登録234名）、エコ通勤マガジン（vol.5,6）

・特別講演会（大口町、リニモねっと）

H21年度

H22年度

H23年度

H24年度



自転車共同利用

 

  

 

 

 

 

A さん自宅から駅へ (7:00) 

Ｂさん駅から会社へ (7:30) 

B さん会社到着 (7:45) 

A さん駅到着 (7:15) 

A さんは７：１５頃の電車に乗り

通勤先の駅へ向かう、Ｂさんは

この駅へ７：３０頃に到着 

 

 

 

 

 

 
Ｂさん駅到着 (18:45) 

B さん会社から駅へ (18:30) 

 

Ａさん駅から自宅へ (19:00) 

Ａさん自宅到着 (19:15) 

Ｂさんは１８：４５頃の電車に乗り

自宅の最寄駅へ向かう、Ａさん

はこの駅へ１９：００頃に到着 

＜帰宅時のイメージ＞＜出勤時のイメージ＞

出勤時
の逆

H21年度「コンビデケッタ」の
実施イメージ

• 鉄道駅端末交通としてシェアリング
H21年度「コンビ デ ケッタ」：駅へのアクセス・イグレ

ス手段として共同利用（個人利用）

• 事業所が主体となって自転車を活用
H22年度「駅から自転車」：業務利用も含め、事業所で

自転車を管理しながら共同利用する仕組みの検証

※ H21年度は「あいちエ
コモビリティライフ促
進モデル事業」として、
H22年度は「公共交通
利用促進モデル事業」
として実験を実施。

出典；山崎基浩；企業モビリティ・マネジメント推進組織の活動と運営
課題～豊田市エコ通勤をすすめる会の活動を通じて～



PR活動「エコミュート(ecommute)

• 目的

取組みの見える化（PR）→エコ
通勤を多くの人に広める。

通勤者個人の「遊び心」に訴え
ながら、エコ通勤に対する意識
を高める。

• 実施内容

ポスター、チラシ、クリアフォルダの作成と配布

小冊子の刊行

飲食店協賛企画（タンブラーのプレゼント）

ラジオCMと時報によるPR

Webサイトの設置と ecommute会員の募集

commute

ecology

economy
+

通勤する

環境

節約

ecommute
エコミュート

出典；山崎基浩；企業モビリティ・マネジメント推進組織の活動と運営
課題～豊田市エコ通勤をすすめる会の活動を通じて～



まずは、ミス日本ネイチャーについて

どんなことをされているか教えてください。
みなさんはミス日本と聞くと、パリッとした式典や厳粛な会議出席など、固い仕事の

イメージを持つと思いますが、私は身近なボランティア活動をたくさんしていて、先

日はCOP10が開かれる会場で名古屋市長の河村たかしさんや幼稚園児と一緒

に植樹をしました。ほかには環境保護を訴える紙芝居を、みどりの日の祝日に、公

園でたくさんの子供達を前に披露をさせてもらうなどの活動もありました。小さい子

が大好きなので、これはとても楽しかったです。

これまでの活動で印象的なことはありますか？
やはり私は豊田市民なので、おいでんまつりにてエコ活動をさせていただいたのは

とても印象的でした。お祭りではクリーンキャンペーンの隊長として関わらせていた

だきました。今年のおいでんまつりの目標は、ごみをひとつも出さないというもので

した。お祭りの最後に「今年のおいでんまつりはごみが少なかった」と言ってもらえ

たことがとてもうれしかったです。

鈴木さんにとっての豊田の街はいかがですか？
豊田はクルマのイメージがあるけれど、やっぱり緑豊かなところ。個人的なオススメ

は足助の香嵐渓です。春夏秋冬、いろんな表情を見せてくれるから好きですね。

今回、エコ通勤プロジェクトにご参加いただきましたが、

感想はいかがですか？
豊田市がエコ活動に力を入れていた

ことは知っていました。豊田スタジア

ムの近くに自転車専用道路が出きた

こともそうですよね。私も自転車が好

きで、一人で自転車をこぎながら風を

切って走ったりしています。青春して

るなという気分になるのが好きで、

時々、歌を歌いながら走ることもあり

ます（笑）。豊田市はクルマのイメージ

があるので、エコへの取り組みの印象が薄いと見られがちですが、だからこそエコ

通勤プロジェクトのように市民一人ひとりができるエコ活動を広げていくのが大切

だと思います。今回は、ポスターやこの冊子、地元のラジオ局を通じて、エコ通勤

のメッセージを届ける活動に参加させていただきました。自然保護が重要視されて

いる今だからこそ、環境問題を多くの方に伝えていくためのこうした活動をもっとし

ていきたいと思っています。

今回、ラジオCMにも出演していますがいかがですか ？
自分の声のトーンが、自分で思っているよりも高いようなので、実はちょっと恥ずか

しいです（笑）。過去にも、ひまわりネットワークさんの番組に出演させてもらったこ

とがあってその時にも自分の声を聞いたのですが恥ずかしかったですね。

【10月1日～11月30日の平日7:58～鈴木華子さんのメッセージCMが放送中】

最後に、ラブィートのリスナーに一言お願いします。
エコ通勤は、地球環境のことはもちろん、健康にも、心にもとっても良いことだと思

います。ですので、まずは一日からでも始めてみてください。そして、続けていくこと

で、一人でも多くの方に関心を持ってもらい、豊田市全体に広がって欲しいと思

います。一人ひとりが考えれば大きなことも変えられます。ぜひ、エコ通勤を始めて

ください。そして、みなさんラジオ・ラブィート聞いてください！

生年月日／1991年2月18日

出 身 地／豊田市

趣　　味／旅行、音楽鑑賞

好きな言葉／常に自分色の太陽を

好きな食べ物／すいか、メロン

さ ん鈴木 華子
すず き 　 はなこ

2010 年度ミス日本ネイチャー

誰でも簡単に参加できる
エコ通勤プロジェクト
エコミュートがスタート！

エコ通勤とは、自家用車に頼り過ぎず、公共交通機関や自転車、徒歩

を上手に使って環境にやさしい通勤をすること。また、相乗りや時差出

勤もエコ通勤と言えるでしょう。こうした活動を推進するプロジェクトが

ター。今はまだエコ通勤していない人は、まずは、週1回から始めてみて

はいかがですか。一人ひとりの活動が地球の環境を守ります。さぁ、み

【キャンペーン期間】10月1日～11月30日
上記期間内に、エコミュート会員になると、素敵な自転車や今回インタ

ビューしたミス日本ネイチャー鈴木華子さんのサイン色紙を抽選でプレゼン

ト。詳しい応募方法などは、エコミュートの公式サイトをチェックしてね。

いま、エコミュート会員になると
豪華賞品が当たるチャンス！

http://ecommute-toyota.jp

詳しい
応募方法は
webで

豊田市エコ通勤をすすめる会　事務局

豊田市　豊田商工会議所　（公財）豊田都市交通研究所

エコミュートに関するお問い合わせは　（公財）豊田都市交通研究所

TEL：0565-31-7543　E-mail:ecommute@ttri.or.jp　URL：http://www.ttri.or.jp

http://ecommute-toyota.jpエコミュート公式サイト

みんなの参加で地球環境を守りましょう。

エコミュートについて、もっと知りたい人は、

ホームページにアクセスしてください。ホーム

ページでは、エコミュート会員を募集していま

す。エコミュート会員になって月１回エコ通勤

についての報告をすると、毎月抽選でステキ

な賞品をプレゼント。エコ通勤報告は、携帯

電話からでも手軽にできます。

詳しい情報はエコミュート公式サイトをチェック！

エコ通勤　豊田

豊田市在住のミス日本ネイチャー 鈴木華子さんに
今の活動や豊田の街について聞いてみました。

ラジオ・ラブィートスペシャルインタビュー

ミス日本ネイチャー
鈴木華子さんインタビュー

INTERVIEW

ラジオCMと時報によるPR Webサイトの設置とecommute会員の募集

ポスター（名鉄豊田市駅）

チラシとクリアファイル

小冊子とキャンペーンチラシ

飲食店キャンペーン概要

出典；山崎基浩；企業モビリティ・マネジメント推進組織の
活動と運営課題～豊田市エコ通勤をすすめる会の活動を
通じて～



豊田エコ交通をすすめる会(H25～)

取組の概要
・豊田エコ通勤をすすめる会を豊田エコ交通をすすめる会に名称変更

　（会員事業所34社、通勤だけでなく一般市民へもエコ交通を普及）

・エコ交通月間（11/11～12/12）

　（エコ交通参加者788人、事業所569人、一般市民219人）CO2低減6.8トン

　（会員事業所33社）

・エコ交通月間（9/16～10/13）

　（エコ交通参加者3,031人、事業所2,692人、一般市民339人）CO2低減14.8トン

　（会員事業所32社）

・エコ交通月間（12/1～12/31）

　（エコ交通参加者2,128人、事業所1,658人、一般市民470人）CO2低減16.9トン

・豊田エコ交通出前教室（小学校3校）

　（会員事業所32社）

・豊田エコ交通優秀活動表彰（金賞、銀賞、銅賞、敢闘賞）

・MM実践WG（参加事業所3社）、普及啓発WG（参加事業所6社）

・豊田エコ交通出前教室（小学校8校、高齢者クラブ2団体）

　（会員事業所32社）

・MM実践WG（参加事業所6社）

・エコ交通メールニュース（5回発信〔号外除く〕）

　（会員事業所30社）

・MM実践WG（参加事業所5社）

・エコ交通メールニュース（4回発信）

・豊田エコ交通出前教室（小学校5校）

　（会員事業所30社）

・MM実践WG（参加事業所5社、うち2社がエコ交通の取組みを実践）

・エコ交通メールニュース（4回発信）

・豊田エコ交通出前教室（小学校5校、地域支援センター1箇所）

　（会員事業所30社）

・エコ交通啓発ツールのコンテンツ整理

　（「転入者向け」「新高校生向け」「高齢者向け」⇒ R3年度に制作中）

・エコ交通メールニュース（4回発信）

※MM実践WGおよび豊田エコ交通出前教室はコロナ禍の影響により開催していない

R元年度

R２年度

H30年度

H29年度

H27年度

H28年度

H26年度

H25年度



エコ交通月間のＰR活動と参加者募集

出典；第7回豊田エコ交通をすすめる会 資料
出典；第8回豊田エコ交通をすすめる会 資料



出典；第8回豊田エコ交通をすすめる会 資料



豊田エコ交通優秀活動表彰

金賞：株式会社小野組

総務部・監督室・作業員休憩所に掲示し、
エコ通勤日をいつでも記入出来るようになっています

社内会議にて展開

社員28名中エコ通勤奨励者
(エコ通勤実施1回以上) 9名

出典；豊田エコ交通をすすめる会
会員事業所エコ交通取り組み事例



銀賞：ホテルパレスイン豊田

エコ交通月間への参加を周知徹底ポスター掲示、
チラシは全員に配布し、周知徹底しました。

・一括登録シートを活用し、出勤カード打刻時に
同時に登録シートへの記入を促す。

・小規模事業所の為、各主任を通じ一括管理徹底

・従業員本人の手間はとにかく減らすため、シー
ト記入以外の報告業務は、全て管理職で行い、過
分なストレスを排除した。

・エコ交通への交通手段転換を図るため、公共交通の
場合の交通費は全額支給、自動車の場合は一部支給と、
交通費の差別化を図っております。

出典；豊田エコ交通をすすめる会
会員事業所エコ交通取り組み事例



銅賞：豊栄交通（株）

ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰに乗務する乗務員に対し、ﾌﾟﾛﾄﾞ
ﾗｲﾊﾞｰ=ﾛｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰとし、環境面へ配慮した
運転を実施するよう全乗務員共通の3か条に
「エコ交通」も含め設定しています。

安全運転=とよた３Sドライブと定義し、特に
３にある横断歩行者に対する「歩行者優先」
をゆとり運転とともに教育実施しています。

当社社員は職業柄「エコ通勤」への転換が難
しい職種であるが、「エコ交通」とう考え方
で、ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄでの公共交通利用のきっかけ
作りを実施し、可能であれば自転車等への通
勤手段変更へもつなげています。

出典；豊田エコ交通をすすめる会
会員事業所エコ交通取り組み事例



平成28年度小学生向け出前教室まとめ

写真１．滝脇小

写真２．前山小

写真３．古瀬間小 写真４．浄水北小 写真５．根川小

写真６．東保見小

写真７．野見小

写真８．市木小

小学生向け出前教室

開催日 学校名 学年 人数 説明回数 教育内容

1 H28.5.25 滝脇小学校 全学年 29名
1回

（全クラス）

地球温暖化、エコ交通、エコカー（パワーポイント）
FCV試乗、PHV、EV見学
バスの乗り方（試乗）

2 H28.9.15 前山小学校 4年生 137名
2回

（4クラス）

燃料電池の仕組み（ポスター）
石灰水白濁実験
燃料電池バス（ミラノス）（試乗）

3 H28.12.1 古瀬間小学校 4年生 78名
1回

（2クラス）

地球温暖化、エコ交通、エコカー（パワーポイント）：高専
FCV試乗、PHV、EV見学
バスの乗り方（試乗）

4 H28.12.2 浄水北小学校
1年生
特別支援

93名
21名

2回
（3クラス）

ちきゅうおんだんかとこうつう（パワーポイント）
バスの乗り方（試乗）

5 H28.12.5 根川小学校 1年生 102名
4回

（4クラス）
ちきゅうおんだんかとこうつう（紙芝居）
バスの乗り方（試乗）

6 H28.12.9 東保見小学校 1年生 104名
4回

（4クラス）
ちきゅうおんだんかとこうつう（紙芝居）
バスの乗り方（走行せず乗降体験）

7 H29.1.24 野見小学校 特別支援 10名
1回

（1クラス）
ちきゅうおんだんかとこうつう（パワーポイント）
バスの乗り方（走行せず乗降体験）

8 H29.2.10 市木小学校
1年生
2年生
特別支援

160名
4回

（6クラス）
ちきゅうおんだんかとこうつう（紙芝居）
バスの乗り方（走行せず乗降体験）

出典；豊田エコ交通出前教室業務委託報告書概要版（平成28年度）、（公財）豊田都市交通研究所



エコ交通メールニュースの例

出典；交通需要マネジメント関連施策業務委託報告書概要版（平成29年度）、（公財）豊田都市交通研究所



MM実践WGの例

A社の社員配布チラシ

エコ交通割引プラン（計画案）

・自転車レンタルの実施

・8名が新たに自転車通勤に変更
出典；交通需要マネジメント関連施策業務委託報告書概要版（令和元年度）、
（公財）豊田都市交通研究所



これからの視点について

注目している最近の動向

①属性別の特徴

高齢者…活動的高齢者の増加、ネット利用高

齢者の増加、運転免許自主返納の増加、

高齢ドライバーと交通事故 等

若者…活動量の減少、ソーシャルネットワー

キングの利用増、「くるま離れ」等



若者、高齢者の動き

24

出典：国土交通省「都市における人の動きとその変化 ～平成27年全国都市交通特性調査集計結果より～」



出典：国土交通省総合政策局地域交通課「持続可能な地域公共交通の実現に向けて」



年齢階層別ソーシャルネットワーキングサービスの利用状況

属性別インターネット利用率

出典：令和3年版総務省情報通信白書



②SDGs（持続可能な開発目標）に関する意識の
向上と拡がり

出典：国際連合広報センター「SDGsポスター」



③「ゼロカーボンシティ宣言」自治体の増加

愛知県では「あいちゼロカーボン推進協議会」の

設立（2021/4)

出典：環境省資料



④日本版MaaSの社会実装へ向けての取組

日本版MaaSの基盤形成、日本版MaaS推進・

支援事業等が各地で行われている．

MaaS(マース：Mobility as a Service)とは、

地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位

での移動ニーズに対応して、複数の公共交

通やそれ以外の移動サービスを最適に組み

合わせて検索・予約・決済等を一括で行う

サービスであり、観光や医療等の目的地に

おける交通以外のサービス等との連携によ

り、移動の利便性向上や地域の課題解決に

も資する重要な手段となるものです。
（出典：国土交通省「日本版MaaSの推進」より）



（出典：国土交通省「日本版MaaSの推進」）



愛知県ITS推進協議会では研究会として「MaaS

推進会議」を設置

【目的】

交通事故の減少、交通渋滞の緩和、環境負荷の

低減や高齢者等の移動手段の確保などの諸課題

の解決や、ジブリパーク開業、アジア競技大会

開催、リニア開業を見据えた移動の利便性向上

を目指して、産・学・行政の連携により、MaaS

の普及を推進する。



愛知県「MaaSの社会実装に向けた実証実験」パンフレット



⑤自動車の動向のキーワード

CASE( Connected:コネクテッド、

Autonomous:自動運転、

Shared&Service:シェアリング/サービス

Electric:電動化）

で表される仕組みや技術



出典；国土交通省資料

➅公共交通；改正地域公共交通活性化再生法
（令和2年11月27日施行）



出典；国土交通省資料



出典；国土交通省中部運輸局資料



地域の特性やニーズに対応した公共交通サービ

スの提供

【愛知県内事例】

・瀬戸菱野団地の住民主体のバス

・デマンド型乗合送迎サービス「チョイソコ」

の運行（豊明市、岡崎市、南知多町）

・豊田市の産官学共働の「たすけあいプロジェ

クト」等

タクシーの配車サービスの拡がり、相乗り利用の

認可



（出典：経済産業省資料）

⑦電動アシスト自転車の利用増加、自転車活用推
進計画の策定



⑧新たな交通具
・電動キックボードの利用の増加

（出典：警視庁ホームページ）



（出典：国土交通省資料）

・グリーンスローモビリティの活用



今後の方向

・ゼロカーボン社会の実現に向けて、より環境にや
さしい交通行動が要請される．

・日本版MaaSの社会実装が実現すると、移動の利便
性は一層向上し、地域における様々な課題の解決
への具体的な対応が可能となる．

・公共交通がより使いやすくなると、高齢者や若者
の活動を支える役割が増大する．

・CASEと言われる仕組みや技術が進展することに
より、より安全で環境にもやさしい自動車のかし
こい利用が拡がる．

・新たな交通具では、走行空間や使用のルールの整
理が必要であるが、移動手段としてだけでなく、
別の価値（面白さや楽しさ、環境にやさしい等）
も持った乗り物として利活用できる．



地球環境にやさしい活動を、地域や事業

所・企業が主体となって取組み、それを

行政や専門家がサポートするような仕組

みを創る．



そこでエコモビ活動への提案

これまでの考察から見てもエコモビ活動は大いに評価でき
る取組であり、一層の継続的展開を図ることがとても重要．

①「エコモビ実践キャンペーン」への参加促進と

会員相互で情報交換できる場づくり

⇒同じような取組の改善につながる

⇒同じような職種での新たな実践の参考になる

②実施した取組について、参加者が皆で共有できる

効果の算出や可視化など自己評価につながる仕組

みづくり

⇒参加者へのメッセージとなるし、意識向上に

つながる

⇒組織としての取組の改善・継続につながる



【参考】「エコモビ実践キャンペーン2020」の取組
項目と参加企業・団体等数

・「エコモビ」情報の周知、実践の働きかけ 180企業・団体等

・エコ通勤の推進

①マイカー通勤の禁止（制限） 54企業・団体等

②従業員用駐車場の削減 14企業・団体等

③駐輪場の設置（場所の確保） 77企業・団体等

④自転車通勤者への通勤手当支給 35企業・団体等

⑤コミュニケーション・アンケートの実施 17企業・団体等

⑥相乗り通勤制度 11企業・団体等

⑦時差出勤制度 61企業・団体等

⑧エコ通勤者に対する表彰制度 3企業。団体等

⑨通勤バスの運行 1企業・団体

出典：令和3年度あいちエコモビリティライフ推進協議会
企画運営会議資料「エコモビ実践キャンペーン2020」の実施結果について



・環境に配慮した自動車利用等の推進

①エコドライブの推進（自動車通勤・業務使用時のエコ

ドライブの励行） 97企業・団体等

②カーシェアリングの活用 11企業・団体等

③シェアサイクルの活用 13企業・団体等

④EV・PHV・HV等の導入 51企業・団体等

合計 625企業・団体等（延べ)

出典：令和3年度あいちエコモビリティライフ推進協議会
企画運営会議資料「エコモビ実践キャンペーン2020」の実施結果について



キャンペーン実施事例の内「新型コロナウィルス感染症拡
大防止の観点から特に影響を受けた取組み」

・自転車通勤の奨励

・新型コロナウィルス感染症対策として、フレックス制

度を活用した時差出勤を奨励、実施

・相乗り通勤にあたっては、新型コロナウィルス感染症

予防のため後部座席との間にビニールシートを吊り、

喚起を実施

・コロナ禍で電車通勤等の公共交通機関を利用しての通

勤は難しかったが、アイドリングストップ、急発進の

禁止など、エコドライブの励行を呼びかけ、実践

出典：令和3年度あいちエコモビリティライフ推進協議会
企画運営会議資料「エコモビ実践キャンペーン2020」の実施結果について



「コロナ禍における公共交通の安心利用」について

「エコモビ実践キャンペーン２０２１」のパンフレッ
トでは、以下の様な「事務局からのお願い」を掲載

感染防止対策を講じた上で実施していただきますよう

お願いいたします。

公共交通機関を安心してご利用いただくため、

（１）マスクを着用し、会話は控えめにしていただく
（２）車内換気へのご理解・ご協力をいただく
（３）テレワーク・時差出勤に努めていただく

といったコロナ時代の新たな利用スタイルの実践に

ご協力をお願いいたします。（国土交通省ＨＰより）



出典：愛知県交通対策課「エコモビ実践キャンペーン

参加募集パンフレット」



国交省中部運輸局や同愛知運輸支局、公益社団法人愛知県バス
協会、名古屋タクシー協会、愛知県タクシー協会では、公共交
通の感染対策の「みえる化」のピクトグラムや安心して利用す
るための感染対策のチラシを作成して呼びかけている．

出典：中部運輸局資料 出典：中部運輸局愛知運輸支局、公益社団法人愛知県バス協会、
名古屋タクシー協会、愛知県タクシー協会資料



ご清聴ありがとうございました！


